
（別添様式３） 

研究機関名：京都工芸繊維大学  

 

競争的研究費の直接経費からの研究代表者(PI)の人件費支出に係る 

活用実績報告書（令和７年度） 

 

１．実施状況 

①事業名 

②直接経費から

人件費を支出し

た、所属 PI の人

数（人） 

③所属する PI につ

いて、直接経費から

支出した人件費の総

額（円） 

④所属する PI につい

て、直接経費から人件

費を支出したことによ

り確保した財源の総額

（円） 

防衛装備庁 安全保障技術

研究推進制度 

1 2,414,916 2,414,916 

NEDO ムーンショット型

研究開発事業 

1 4,013,781 4,013,781 

NEDO 先導研究プログラ

ム／エネルギー・環境新

技術先導研究プログラム 

1 3,510,108 3,510,108 

NEDOポスト 5G情報通

信システム基盤強化研究

開発事業 

1 968,865 968,865 

JST 先端国際共同研究推

進事業 

1 1,362,758 1,362,758 

JST 未来社会創造事業 1 660,000 660,000 

JST ムーンショット型研

究開発事業 

1 6,000,000 6,000,000 

JST 創発的研究支援事業 1 636,364 636,364 

JST 研究成果最適展開支

援プログラム(A-STEP) 

1 575,000 575,000 

JST 経済安全保障重要技

術育成プログラム 

1 640,000 640,000 

合計 10 20,781,792 20,781,792 

 

 

 

 

 



（別添様式３） 

２．確保した財源の使途、具体的な活用内容、効果等 

 

・制度を利用した研究者に対して、特別手当を支給し、給与水準向上の処遇改善を図っ

た。 

 

・希望者には、一部を研究費として配分し、研究環境の改善を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 他の経費と一体的に活用することも可能です。その場合はどのような経費と併せて

何の取組に活用したか分かるように記載してください。 

※ 必要に応じて参考資料を添付してください。 

 

３．策定した活用方針や活用実績を公表している研究機関のホームページ等の URLを

記載してください。なお、各研究機関における研究力向上に向けた実施事例につい

ては、好事例として政府のホームページでも公表させていただく場合があります。 

https://research.web.kit.ac.jp/pijinkenhi/ 

 

https://research.web.kit.ac.jp/pijinkenhi/

